
福岡女学院大学言語芸術学科Presents 

言語芸術朗読コンテスト 

本審査(第一次審査通過者対象) 

日時：  2013年8月25日(日) 

    コンテスト開始 13時半/ コンテスト終了 16時(予定) 

場所：  福岡女学院大学 エリザベス・リー・ホール 

       福岡市南区日佐3丁目42-1 

審査員: 吉竹史(毎日放送アナウンサー） 、ほか                                                                                                                                                                                                            

 

本審査の対象は第一次審査通過者のみとなります。 
 
第一次審査課題送付方法： 
 録音音声を、カセットテープ、MD、CD、MP3形式音声データのいずれかの形式で提出してください。   
 (7月20日必着) 

 郵送の場合: 下記応募用紙に必要事項を記入の上、 〒811-1313 福岡市南区日佐3丁目42－1  
              福岡女学院大学人文学部言語芸術学科 までお送りください。 
 メールの場合: メール本文に下記の必要事項を記入の上、 fjgengo@gmail.com までお送りください。  

 

 お問い合わせ： 福岡女学院大学言語芸術学科 092-575-6289 
言語芸術学科ブログ(http://www2.fukujo.ac.jp/university/faculty/gengo/today.html) 

言語芸術学科Facebook(https://www.facebook.com/fukujogengo) 

高校生対象の朗読コンテストです(性別問わず) 

2013年に新設された言語芸術学科では、詩・小説・演劇・映画 
など言葉を表現手段とする芸術を通して、全人的な教養教育を
目指しています。学科スタートを記念し、本年度より、日本文学を
題材にした朗読表現のコンテストを催すこととなりました。 

最優秀賞: トロフィー、賞状、 

    副賞(リニアPCレコーダーまたはiPadmini) 

優秀賞: トロフィー、賞状、副賞(図書カード) 

参加賞: オリジナルグッズ 

後援：福岡市教育委員会、福岡県、福岡県教育委員会 
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氏名: 学年: 性別:     男 ・ 女 

高校名: 
電話番号:              
                            必ず連絡の取れるものをお書きください 

住所: 
メールアドレス:        
                 必ず連絡の取れるものをお書きください 

一次審査課題文 
はじめに氏名、高校名、タイトル（『山椒大夫』）を吹き込んでください。 

課題文は学科ブログ(下記URL)にも掲載しています。 

 

藁
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「ま
あ
あ
の
美
し
い
紅
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み
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を
ご
ら
ん
」と
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先
に
立
っ
て
い
た
母
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指
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て
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供
に
言
っ
た
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子
供
は
母
の
指
さ
す
方
を
見
た
が
、
な
ん
と
も
言
わ
ぬ
の
で
、
女
中
が
言
っ
た
。

「木
の
葉
が
あ
ん
な
に
染
ま
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で
ご
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い
ま
す
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ら
、
朝
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お
寒
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な
り
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ま
せ
ん
ね
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姉
娘
が
突
然
弟
を
顧
み
て
言
っ
た
。
「早
く
お
父
う
さ
ま
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い
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こ
ろ
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え
さ
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れ
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よ
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母
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う
で
す
と
も
。
今
ま
で
越
し
て
来
た
よ
う

な
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を
た
く
さ
ん
越
し
て
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河
や
海
を
お
船
で
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な
い
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だ
よ
。
毎
日
精
出
し
て
お
と
な
し
く
歩
か
な
く
て
は
」 

「で
も
早
く
往
き
た
い
の
で
す
も
の
」と
、
姉
娘
は
言
っ
た
。 

 

一
群
れ
は
し
ば
ら
く
黙
っ
て
歩
い
た
。 

（森
鷗
外
『山
椒
大
夫
』よ
り
） 

 


